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　よく三角関数なんて何の役に立つのかと
いう物言いがありますが、そりゃあんたの
人生じゃ使わなかったかも知れないけど、
モノ作る人には必要不可欠で大変役に立つ
わけですよ。三角関数なしじゃフーリエ変
換もできないし、JPEGのデコードも、相
関係数の計算もできません。ニューラルネ
ットも学習できませんし、いろんなところ
をぷるんぷるん揺らせることもできません。
一般相対論なしじゃカーナビがまともに動
かないように、今どきの科学技術に無くて
はならないものだから勉強したらいいよ、
となってるわけですよ。なので、科学技術
を使って何かを作る方向に無縁な向きには、
実感として何の役にも立ってないでしょう。
そのかわりお金を出してなにか買うことし
かできず、アレが悪いここが気に入らない
と不満を爆発させるぐらいしかないわけで
す。自分で作りゃいいのにね。もっとも、
そのお金を増やす局面には、三角関数が大

活躍してたりしますが。
　現代社会は複雑ですから、お金を出して
買うことと、それを作ることが同じことで
あるかのように錯覚してしまうのも仕方な
いことでしょう。作るのと使うのでは雲泥
の差があり、どんなに使いこなしが上手だ
としても、作った人の掌の上から逃れるこ
とはできません。作った人には限界が見え
ますが、使う人には一切見えないでしょう。
まあ例えば時間というものがありますが、
これもうっかりすると「いや、時刻なんて
毎秒1秒進むだけでしょ？1年365日で
しょ？」とか言い切ってしまうわけです。
世の中単純に説明できないと間違ってると
いう物言いがありますが、端折って単純に
することと、単純なことしか理解できない
こととは大きな開きがあります。時刻が毎
秒1秒進むものなら単純ですが、少なくと
もこの時空はそんなふうにはできていませ
ん。

　まず重力の存在により、時間の長さが変
わります。人間は空気がないと生きて行け
ませんが、呼吸できる空気を維持するに
は、所与の温度における酸素分子や窒素分
子の平均速度が、脱出速度を超えない程度
の重力場が必要となります。すなわち、呼
吸する以上時間がねじれることからは逃れ
られません。まあ光速度一定の法則がある
ので、その重力場における特定の長さを1
秒と定義すれば、重力場に異変がない限り、
時間は毎秒1秒進むでしょう。一方で、重
力場のもととなる地球の自転により、1日
が発生します。地球の自転速度は光速度と
は異なり、一定ではありません。一定どこ
ろか太陽に揺すられ、月に乱され、木星に
引っ掻き回されてぐらぐらしてます。一方
で、地球の社会システムは自転が固定した
周期を持つという暗黙の仮定のもとに成り
立っているため、厳密に一定といえる1秒
と、不安定な1日との間に何らかの関係

「樺太時間」 坂口  裕 　

　また例によって田老までクルマで行ってきました。今回はカー
ナビ様の言う通り、花巻から釜石自動車道を通って、遠野の方か
ら川井にはいり、106号へ接続する経路にしてみました。確か
に空いてるし、高速道路で移動できる距離は長かったものの、途
中に完全な山道が含まれてて、すれ違いに苦労するわ、道路に動
物が飛び出してくるわという状態で、とりあえず次回はないかな、
という感じ。一方田老から岩泉までの自動車道が開通しており、
じわじわと復興予算が形になってきているのを実感しました。
　それはさておき、夏といえば花火。埼玉の花火として、今年は
戸田、熊谷、川越に行ってきました。戸田は例年通りの人手です
が、夜店の数が半分に減ってました。昨年までは道路の左右にあ
ったものが、片方だけになったため、通りやすいものの、なにか
買おうと思うと大変並ぶのでした。会場から近い駐車場に停めよ
うと思うと、おそらく2時には来てないと難しいかと。花火ま

でどうやって時間を潰すかは大変悩ましい問題です。荒川挟んで
東京都ですが、尺玉が上がるので迫力十分。板橋のナイアガラは
煙だけ。一方熊谷の方は、会場のすぐとなりが有料駐車場となっ
ており、大変便利です。駐車料金は2,000円ですが、駐車場へ
の誘導もきっちりしてますし、代金の一部は運営に使われるそう
なのでよし。ただし20時まで出庫できないという問題があるの
で、早く帰りたい場合は会場外の駐車場確保が必要。尺玉がほい
ほい上がるのが魅力。熊谷では知らない人のいない、八木橋百貨
店提供の花火は圧巻ですので、ぜひともお見逃しなく。
　最後に川越ですが、今年の小江戸川越花火大会は安比奈親水公
園という、要するに入間川の河原で開催。最大でも4寸玉ですが、
近いし妙に人口密度も低いのが特徴。1,000円の有料駐車場は
会場から遠いし、看板や誘導も低レベル。路肩の崖とマムシに注
意。

戸田・熊谷・川越
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性を築く必要が出てきます。これは現在お
よそ86,400秒となっていますが、時々
86,401秒だったり、86,399秒だった
りすることになります。これが大きくずれ
ることは日夜の境を動かすことになるため、
自転と1日が同期するように「時刻」の方
を歪めているわけです。したがって、時間
は毎秒1秒進むとすることができても、「時
刻」には当てはまらないことになります。
もっともその昔の日本の時刻システムは日
の出から日の入りの間を6等分して昼と夜
を定義するという不定時法ですから、なお
さら1秒はぐねぐねと変化してたことにな
り、だいぶ改善されてはいますが。
　同様の問題は年という地球の公転周期に
対応する期間にもあてはまります。運が悪
いことに、地球の公転周期は自転周期の整
数倍ではありません。今のところは1日を
86,400秒と定義した上で、1年あたり約
365.242189日ということになっていま
す。31,556,925.129秒ですね。一方で、
1年と1日の間を埋めるものとして暦法が
あります。グレゴリオ暦では1年が365
日の平年と、366日のうるう年を組み合
わせ、平均として1年が365.2425日に
なるよう工夫しています。この場合、1年
が31,536,000秒の年と、31,622,400
秒の年が組み合わさることになります。と
なると、所与の日付の間が何秒に相当する
かは、差を計算する暦日に依存すること
になります。ところでグレゴリオ暦の前
に使われていたユリウス暦の場合、1年
を365.25日と近似することでいろいろ
と簡単にしてます。もっとも、閏日として
2/24を二回繰り返したようなので、こち
らも計算はいろいろとややこしいかもしれ
ません。2018年現在、ユリウス暦とグレ
ゴリオ暦は13日ずれています。
　まあここいら辺の話はすべて、時間と時
刻の対応関係が問題となっています。しか

し、幸いなことに現代社会では「毎秒1秒
すすむ時刻」というものを維持管理してい
るため、これを基準にすることで、他の時
刻を変換することができます。これが国
際原子時で、TAI と呼ばれます。厳密には
紆余曲折があり、そもそも1秒の進め方
を1977年に変更するなどしているため、
TAI であっても期間によっては毎秒1秒進
むとは言い切れません。まあでも1977年
以降であれば、地球や太陽、月による重力
場の影響を補正した1秒を刻む時計として
信頼することができます。一方、TAI に比
べて地球の自転速度はぐらぐらしているの
で、ときどきうるう秒を入れたり抜いたり
して、自転の同期させた時刻がUTCです。
「そんなもんさ、自転に同期する必要ないじ
ゃん」というのが三角関数不要説的浅はか
さ。そもそも経度測定にどれだけ苦労した
か、そして正確な時計があるだけでどれだ
け簡単に経度がわかるようになったのかを
お忘れか。様々な手段が提供されている現
代でも、時刻と経度は切り離せないのであ
って、だから自転に同期した時刻が必要な
のです。
　処理をする前の時刻の段階ですらこのや
やこしさですが、時刻と時刻の差分が関係
してくる計算となると、それがさらにやや
こしくなります。例えば日本の祝日法はグ
レグリオ歴の運用を前提として定義されて
いますが、春分は春分日、秋分は秋分日と
いうことになっています。春分とは太陽の
見かけの中心が黄経0度に、秋分は黄経
180度に重なる瞬間、春分日や秋分日は、
それぞれ春分や秋分を含む一日のことを示
します。これを計算するには、まず最初に
計算のしやすい時刻システムで春分の起こ
る日時を計算し、ついでそれをUTCに変
換し、最後に問題とする地方時に変換する
ことで、何月何日を休みにすればよいかが
わかることになります。今どきの大抵のシ

ステムについては、ここいら辺で問題が起
こることはほぼないと考えて良いでしょう。
　一方で問題となるのが日付データです。
十分に工数をかけて開発したアプリ（あ、
それならウチのは大丈夫だと思った貴方。
作業の人工すらカバーできないような価格
をさらに値切ったような開発に、ロクな工
数かかってるわけないでしょうが）であれ
ば、保存する日付情報はすべてUTCに変
換して記録し、表示したり評価したりする
都度、地方時に変換するように設計してる
でしょうが、大抵のアプリはそこいらへん
の配慮は一切なしに設計しているはずです。
入力した時と、そのデータを使う時で標準
時が変わりうることなんて夢想だにしてい
ません。設計ですらそうなので、当然なが
ら実装はさらに惨憺たるモノです。一日が
86,400秒と固く信じてプログラムしてる
はずです。なので、大抵のアプリは、同じ
社内であっても、タイムゾーンの異なる事
業所が絡んだ途端に破綻し、「日付時刻入力
は日本標準時として扱う」などという、そ
もそも業務効率上げるためにアプリ化した
んじゃないんかい、と突っ込まれまくる運
用規定ができあがったりするわけです。
　えーと、そんな状況の中、サマータイム
が根性とやる気と国民性でなんとかなるだ
って？それって政府主導の国策テロだよね
ぇ。まったく、何の役に立つんだか。
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